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六
月
十
六
日
（
水
）
は
、
市
生
涯
学
習
課
職
員

の
説
明
に
よ
り
、
あ
ま
市
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。
長
年
あ
ま
市
に
住
ん
で
み
え
る

方
で
も
、
普
段
過
ご
し
て
い
る
ま
ち
の
こ
と
で
す

が
、
知
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
皆
さ
ん
授
業
に
興
味

津
々
で
し
た
。 

今
回
の
授
業
を
き
っ
か
け
と
し 

て
、
あ
ま
市
の
歴
史
や
文
化
が
、 

ご
家
庭
や
地
域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ 

ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
一
つ
に
な
る 

と
い
い
で
す
ね
。 

発行元：シルバーカレッジ
事務局/教育部生涯学習

課（美和公民館） 

六
月
二
十
三
日
（
水
）
の
史
跡
め
ぐ
り
で
は
、
西

コ
ー
ス
・
東
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
歴
史
散
策
を
行
い

ま
し
た
。
西
コ
ー
ス
は
、
美
和
文
化
会
館
の
西
側
を

散
策
し
な
が
ら
、
蜂
須
賀
の
「
蓮
華
寺
」
や
森
山
の

「
慶
雲
寺
」
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
東
コ
ー
ス
は
、

美
和
文
化
会
館
の
東
側
を
散
策
し
な
が
ら
、
二
ツ
寺

の
「
菊
泉
院
」
や
花
正
の
「
観
音
堂
」
へ
と
向
か
い

ま
し
た
。 

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
皆
さ 

ん
意
気
揚
々
と
足
を
進
め
ま
し
た
。
散 

策
を
し
な
が
ら
周
り
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
、
仲 

間
意
識
が
一
層
深
ま
り
ま
し
た
。 

 

蒸
し
暑
い
日
が
続
き
、
梅
雨
明
け

が
待
ち
遠
し
い
で
す
ね
。 

 

こ
の
時
期
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
マ
ス

ク
着
用
に
よ
る
熱
中
症
に
は
く
れ
ぐ

れ
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
ね
！ 

 

 

七
月
七
日
（
水
） 

 

前
回
に
引
続
き
、
市
内
の
神
社
仏

閣
な
ど
の
史
跡
を
巡
り
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
魅
力
を
発
見
し
ま
し
ょ
う
！ 

 

講
師
：
市
生
涯
学
習
課
職
員 

  

七
月
十
四
日
（
水
） 

 

自
分
も
周
り
も
ハ
ッ
ピ
ー
に
な
る

言
葉
を
学
び
、
な
り
た
い
自
分
へ
の

第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
！ 

 

講
師
：
（
一
社
）
ハ
ッ
ピ
ー
ト
ー

ク
ア
カ
デ
ミ
ー
協
会
代
表
理
事 

池

崎
晴
美
氏 

  

七
月
二
十
八
日
（
水
） 

 

日
本
に
生
き
る
難
民
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。
「
難
民
」
と
聞
く
と
、
自

分
自
身
と
は
ど
こ
か
違
う
存
在
の
よ

う
に
感
じ
る
と
思
い
ま
す
が
、
実
際

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？ 

 

講
師
：
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
難
民
支

援
協
会 

鶴
木
由
美
子
氏 


